
核内受容体について

・ リガンドが結合すると細胞質から核内へ移行して、

転写調節因子としてはたらく。

核内受容体のリガンドは、輸送タンパク質に結合して

血中や体液中を運搬され、標的細胞の中へは単独で入り、

細胞質に存在する核内受容体に結合する。

・ リガンドの不明な核内受容体、リガンド結合とは別のしくみで

活性が調節される核内受容体もある。

L班：宿題 ～ホルモン受容体～
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